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2025年９月 12日 

各 位 

株式会社ＣＡＩＣＡ ＤＩＧＩＴＡＬ 
代表取締役社長        鈴木 伸 
（コード番号：2315 東証スタンダード） 
問合せ先：              
代表取締役副社長       山口 健治 

℡ 0 3 - 5 6 5 7 - 3 0 0 0（代表） 

 

 

 

2025年 10月期通期連結業績予想の修正及び中期経営計画に関するお知らせ 

 

当社は、最近の業績動向をふまえ、2025年６月13日に公表しました2025年10月期（2024年11月１日～

2025年10月31日）の通期連結業績予想を修正することとしましたのでお知らせします。 

なお、2023年10月16日に公表しました2026年10月期を最終年度とした中期経営計画の2026年10月期の

計画値につきましては、株式会社ネクス子会社化の影響等を精査後に改めて策定し、開示いたします。 

 

記 

 

１．2025年 10月期通期連結業績予想値の修正（2024年 11月１日～2025年 10月 31日） 

 売上高 

 

 

百万円 

営業利益 

 

 

百万円 

経常利益 

 

 

百万円 

親会社株主 

に帰属する 

当期純利益 

百万円 

１株当たり 

当期純利益 

 

円 銭 

前回発表予想（A） 6,220 215 215 725 5 31 

今回発表予想（B） 5,409  132  141  906 6 65 

増減額（B-A） △811  △83   △74   181  ― 

増減率（%） △13.0  △38.6  △34.4  25.0 ― 

（ご参考）前期実績 

（2024年 10月期） 5,606 115  138 30 0 22  

※ 前期（2024 年 10 月期）実績の数値は、2025 年６月９日付で有価証券報告書の訂正報告書を提出しており、過年度遡

及修正における訂正後の数値を記載しております。 

 

２．修正の理由 

 ITサービス事業である株式会社ＣＡＩＣＡテクノロジーズにおいて、当初想定していた大型案件の引

き合い獲得に遅れが生じたことに加え、新規案件の獲得が不足していることにより、2025年10月期通期

の見通しは、前回発表予想より減収となる見込みです。このような減収見込みのもと、利益面に関して

は、営業利益及び経常利益が前回発表予想より減益となる見込みである一方、親会社株主に帰属する当

期純利益につきましては、2025年８月18日付「有価証券売却益（特別利益）の計上見込みに関するお知

らせ」のとおり、2025年10月期第４四半期連結決算において特別利益として投資有価証券売却益285百万

円を計上する見込みであることから、前回発表予想より増益となる見込みです。 

 これらの結果、2025年10月期（2024年11月１日～2025年10月31日）の通期連結業績予想を上記のとお

り修正します。 

 

３．中期経営計画について 

当社グループは、2026年 10月期を最終年度とする中期経営計画（2024年 10月期～2026年 10月期）
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を公表しております。中期経営計画の方針・施策に変更はございませんが、上記、2025年10月期（2024

年 11 月１日～2025 年 10 月 31 日）の通期連結業績予想の修正に加え、2025 年７月８日付「株式交換に

よる株式会社ネクスの完全子会社化に関する株式交換契約の締結、子会社異動及び新たな事業の開始に

関するお知らせ」にてお知らせしました、株式会社ネクスの完全子会社化の影響を精査後に改めて策定

し、開示いたします。ネクス子会社化後のシナジーにつきましては、本日付で「CAICA DIGITAL、ネクス

と共にWeb3型IoT統合ソリューション構想に向けた戦略的PoCを開始～DID×MQTTによる次世代M2M/MEC

プラットフォームの構築に向けた実証がスタート～」を公表しておりますのであわせてご参照ください。 

 

なお、本株式交換については、2025年10月９日に予定される当社の臨時株主総会及びネクスの臨時株

主総会の決議により、本株式交換契約の承認を受けることを前提としております。 

 

＜ご参考＞ 

【連結売上高】 

2024年 10月期（実績） 2025年 10月期 2026年 10月期 

5,606百万円 5,409百万円 7,813百万円 

【連結営業利益】 

2024年 10月期（実績） 2025年 10月期 2026年 10月期 

115百万円 132百万円 467百万円 

 

※業績予想は、現時点で入手可能な情報に基づき当社で判断したものであり、さまざまな不確定要素が

含まれております。実際の業績につきましては、今回の予想と異なる可能性があります。 

 

 

以 上 


